
コロンビア経済情勢（４月分） 

１ 概要 

【ポイント】 

● コロンビア中央銀行が本年第一四半期の経済成長率が 3.2％になるとの見込みを発表。 

● ペニャロサ・ボゴタ市長がボゴタメトロ整備計画第一次路線の工期開始を 2020 年 3月

に予定している旨発言。 

● 国会がコロンビアの OECD 正式加盟を全会一致で承認。 

● ソフトバンクと商工観光省等が MOU 締結。 

● 国内最大の太陽光発電施設が開所。 

 

２ 本文 

 主な出来事 

＜国内情勢＞ 

（１）2019 年の第一四半期の経済成長率（2日及び 15日，当地紙報道） 

 コロンビア中央銀行は，本年第一四半期の経済成長率が 3.2％になるとの見込みを発表し

た。前年同期の経済成長率 2.1％を大幅に上回り，本年の経済成長率は 3％を上回る可能性

が濃厚となった。同成長率の主な要因は内需の活性化にあるとみられている。また同様に，

IMF，ECLAC 及び世界銀行は，ベネズエラ情勢といった不安要素が存在するものの，本年の

コロンビアの経済成長率は 3％を上回るとの予測を立てている。 

（２）政策金利（26 日，当地紙報道） 

 26 日，コロンビア中央銀行は役員執行会議を行い，政策金利を 4.25％に維持することを

決定した。同決定は，3月のインフレ率が 3.21％に推移したこと及び不安要素が少ないこ

とが考慮され，決定がなされた。 

（３）第一四半期の海外直接投資額（15 日，当地紙報道） 

 コロンビア中央銀行によると，第一四半期の海外直接投資額は 22億 5,600 万ドルに上り，

前年同期比 23.3％増となった。投資額の 82.5％は，石油部門に向けられたものである。 

（４）ソフトバンクと商工観光省等が MOU 締結（30 日，商工観光省プレスリリース） 

コロンビア政府とソフトバンクは，コロンビアの起業とイノベーションに関するエコシス

テム開発強化のための MOU を締結した。同 MOU におけるコロンビア政府の署名者は，商工

観光省とその傘下のインプルサ（iNNpulsa）及びコロンビア貿易銀行（Bancoldex），国立

職業訓練学校（SENA），コロンビア科学技術庁（COLCIENCIAS）並びに情報技術・通信省で

ある。同 MOU は，4月 30 日に開催された第四次産業革命センター（メデジン）の開所式に

おいて署名された。同 MOU の目的は，ソフトバンクがコロンビア投資市場に参入するに際

して，同センターとのシナジーを発揮させ，創業初期の企業の活性化，加速化及び規模拡

大を図ることである。 

 



（５）ボゴタメトロ整備計画（2日及び 9日，当地紙報道） 

 ペニャロサ・ボゴタ市長は，ボゴタメトロ整備計画第一次路線の工期開始を 2020 年 3月

に予定している旨発言した。入札前資格審査を通過した 6つのコンソーシアムは同計画に

係る応札書類を本年 6 月に受領し，入札の最終プロセスに参加する。 

（６）国内最大の太陽光発電施設が開所（6日，当地紙報道） 

 5 日，イタリアの大手電力会社エネルは，現地法人であるエネル・グリーンパワー・コロ

ンビアと協働の下，国内最大の太陽光発電施設「El Paso」を設立した。同施設は，セサル

県に設立され，出力 86.2 メガワットの運転がなされる。 

（７）商工観光省とオランダ及び日本企業家らとの会合（23 日，当地紙報道） 

 さらなる海外直接投資を呼び込むため，商工観光省はオランダ及び日本企業家らとの会

合を実施した。同会合は，日・コロンビア商工会議所及び蘭・コロンビア商工会議所との

共同の下，開催された。同会合において，レストレポ商工観光大臣は，法人税の軽減及び

付加価値税（VAT）の減税といった同省が取り組んでいるインセンティブに関する説明を行

った。 

（８）ラテンアメリカ地域におけるコロンビアのコンテナ取扱量（4日，当地紙報道） 

 ECLAC の報告書によると， 2018 年のラテンアメリカ地域のコンテナ取扱量の上位 15以

内にコロンビアのカルタヘナ港及びブエナベントゥーラ港が入った。カルタヘナ港は，20

フィートコンテナ相当の取扱個数は 286 万と第 4位，ブエナベントゥーラ港の取扱個数は

136 万と第 12位となっている。 

（９）チャタリサシオンの新プログラムが 7月より開始（15 日，当地紙報道） 

 オロスコ運輸大臣は，本年 7月より開始する大型トラックに係るスクラップ法（チャタ

リサシオン）の新プログラムの内容を発表した。同プログラムは，20 年以上が経過した大

型トラックを所有している運送業者に対し，新車購入時の VAT 免除及び資金借入れ援助を

行うことにより，今後 5年間において少なくとも 2万 5千台のトラックを廃棄することを

計画している。同プログラムへの申請は運送業者の任意に基づいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜対外経済関係＞  

（１）対 OECD 関連（25日，当地紙報道） 

 コロンビアの OECD 正式加盟に関し，国会は全会一致で加盟を承認した。今後は憲法裁判

所による審査を経て加盟手続を進める。 

（２）対日関連（12 日，当地紙報道） 

 ベレス・コーヒー生産者連合会（FNC）会長は，コーヒー産業の鍵を握る日本企業と会合

し，50 万人以上のコーヒー生産者らの家庭が厳しい状況にある旨説明を行うとともに，コ

ーヒー業界の協力を要請した。同会長は，コーヒー生産者が生産コストを補える収入かつ

適切な利益を得られなければ，生産を続けることが出来なくなる旨述べた。また，（高品質

の）コロンビア・コーヒーは希少なものとなり，コーヒー業界全体の持続可能性に影響を

及ぼしうるとの懸念を示した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜経済指標＞ 

（１）経済活動全般 

（ア）実質小売売上高指数（DANE 発表） 

2 月の実質小売売上高指数は前年同月比 5.7％であった。 

（イ）消費者信頼感指数（Fedesarrollo 発表） 

2 月の消費者信頼感指数（ICC）は，▲5.6％と前月（▲2.8％）を 2.8 ポイント下回り，前

年同月▲7.8％を 2.2 ポイント上回った。 

（２）産業動向 

（ア）石油生産量（鉱山・エネルギー省発表） 

 3 月の石油生産量は日量 88.5 万バレルであり，前年同月比 3.3％となった。 

（イ）コーヒー 

（ⅰ）生産（コーヒー生産者連盟（FNC）発表） 

 FNC 加盟コーヒー生産者による 3月のコーヒー生産量は 91.4 万袋（1袋＝60kg）となり，

前年同月比▲11.9％となった。 

（ⅱ）価格（国際コーヒー機関発表） 

 3 月のコロンビア産マイルド・アラビック・コーヒーの価格は月平均 1ポンド＝1.25 ド

ル（前月は同 1.29 ドル，前年同月は 1.40 ドル）であった。 

（ウ）エネルギー需要 

 3 月のコロンビアのエネルギー需要は 6,022GWh，前年同月比 3.5％であった。 

（３）物価・雇用（DANE 発表） 

（ア）物価 

 3 月の消費者物価上昇率は 0.43％，生産者物価上昇率は 0.67％であった。 

（イ）雇用 

 3 月の全国平均失業率は 10.8％と，前年 9.4％より 1.4 ポイント悪化した。また，主要

13 都市の平均失業率は 12％と，前年同月の 10.6％より 1.4 ポイント悪化した。 

（４）貿易収支（DANE 発表） 

2 月の貿易収支（FOB）は，5.81 億ドルの赤字であった。輸出（FOB）全体では，前年同月

比▲6.2％の 31.85 億ドル，輸入（CIF）全体では，前年同月比 8.2％の 39.51 億ドルとなっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 



３ 主な経済指標 

 

 

（１）経済活動指数
　　（単位：％，出所：DANE）

2018/2 2018/12 2019/1 2019/2

  （ア）実質工業生産指数（前年同月比） 1.5 -0.8 N/A N/A

  （イ）実質工業売上高指数（同） 3.7 0.6 N/A N/A

  （ウ）実質小売売上高指数（同） 5.0 7.0 3.0 5.7

　（エ）新規建設着工承認面積（単位：万㎡） 171.7 189.2 147.9 173.8

（２）失業率
　　（単位：％，出所：DANE）

18/3 19/1 19/2 19/3

　（ア）全国平均 9.4 12.8 11.8 10.8

　（イ）主要13都市平均 10.6 13.7 12.4 12

（３）消費者物価上昇率
　　（単位：％，出所：DANE）

18/3 19/1 19/2 19/3

　（ア）前月比 0.24 0.6 0.57 0.43

　（イ）前年同月比 3.14 3.15 1.18 3.21

（４）政策金利
　　（単位：％，出所：中央銀行）

18/3 19/1 19/2 19/3

4.50 4.25 4.25 4.25

（５）為替（対ドル為替レート）
　　（単位：ペソ，出所：中央銀行）

18/3 19/1 19/2 19/3

　（ア）月初 2,867.94 3,249.75 3,115.75 3,077.35

　（イ）月末 2,780.47 3,163.46 3,072.01 3,143.36

　（ウ）最高値 2,879.15 3,250.01 3,155.27 3,190.94

　（エ）最安値 2,780.47 3,120.56 3,072.01 3,077.35

（６）株式指数COLCAP
    （単位：ポイント，出所：COLCAP）

18/3 19/1 19/2 19/3

　（ア）月初 1,466.28 1,332.80 1,462.03 1,515.35

　（イ）月末 1,455.52 1,447.01 1,513.24 1,587.74

　（ウ）最高値 1,486.03 1,449.65 1,519.95 1,631.30

　（エ）最安値 1,450.00 1,332.80 1,462.03 1,503.01

（７）貿易
　　（単位：百万ドル，出所：DANE）

18/2 18/12 19/1 19/2

　（ア）輸出額（FOB) 2,940.9 3,400.9 3,064.1 3,184.7

　（イ）同　年内累計 5,816.0 41,831.4 3,064.1 6,248.8

　（ウ）輸入額（CIF） 3,650.6 4,182.9 4,302.2 3,951.3

　（エ）同　年内累計 8,323.3 51,808.0 4,302.2 8,253.5

（８）労働者送金
　　（単位：百万ドル，出所：中央銀行）

18/2 19/1 19/2 19/3

453.2 501.7 495.3 534.4

（９）ガソリン価格
　　（単位：ペソ，出所：鉱山・エネルギー省）

18/3 19/1 19/2 19/3

　　注：ボゴタのレギュラーガソリン１ガロン当たり 9,039 9,499 9,539 9,586

（１０）自動車販売台数
　　　（単位：台，出所：ECONOMETRIA）

18/3 19/1 19/2 19/3

　（ア）単月 19,572 15,965 18,486 20,184

　（イ）年内累計 65,567 15,965 34,451 54,635


